
⼤阪教育⼤学附属平野⼩学校

未来の社会を創り出す⼦どもを育てる
 概念ベースの探究カリキュラム開発

２年次 「未来探究科」と 各教科の関連を明確にする 



未 来 探 究 科

各教科の学びを統合・横断２

児童⾃らが意味や価値を⾒出す探究学習３

実⽤的で学問的な ４領域１



実⽤的で学問的な ４領域１



⾃ 然

地 域

⽂ 化

幸 福



各教科の学びを統合・横断２

年間時数

245〜280



年間時数

245〜280

１領域 ７０時間
6〜８時間／週
[ CT ] 1 時間／週



課題の設定

情報の収集

整理・分析まとめ・表現

価値づけ

「価値づけの時間」

児童⾃らが意味や価値を⾒出す探究学習３

これまでの活動を中⻑期的に
ふりかえり、⾃分の⽣き⽅や
考え⽅、社会での意味や価値
について考える時間。

⾃⾝の成⻑を実感 ・ ⾏動の変容



フィードバック⾯談⾃⼰評価

価値づけの時間



C T（コーディネートタイム）

プロジェクト学習
（ 45 or 90分間 ）

C T（ 15分間 ）

潜在的な学びの明⽰化
・ ⾃⼰理解 ／ 他者理解
・ 探究活動の⾃⼰調整
・ 学習保証（ 個別最適な学び ）



研究の背景

主権者教育 ⼈権教育
キャリア教育 国際理解教育

防災教育 健康教育 ＩＣＴ教育

社会的な要請 (実⽤的な学び)

＋ 各教科の学習各教科の学習
(学問的な学び)

未来探究科
(実⽤的で学問的な学び)

「概念ベース」で 学習内容を統合・横断



学問
（既存の学習内容） 教材研究

従来の学習

未来探究科



地域

⾃然

⽂化

幸福

⾃然とともに⽣きるには 

地域社会を豊かにするには 

誰もが幸福に⽣きるために 
「本質的な問い」の設定



多様性 公平⾃然とともに⽣きるには 

地域社会を豊かにするには 

⽣活を豊かにする⽂化の担い⼿として 

誰もが幸福に⽣きるために 
有限性 持続

相互性 連携

概念の設定

本質的な問い

中⼼概念

（問いを解決する）
社会的に実⽤性のある概念



各
領
域
の
系
統

縦⽷ 横⽷

各
教
科
と
の
関
連

学習内容の設定



地域社会は『⼈・もの・こと』の３要素で
構成され、これらが相互に関わり合って成
⽴する社会システムの中で、流動的に結び
つくことで豊かになる。

多様な⼈たちが互いに連携・協⼒することで
構築・維持される。  

地域社会を豊かにするには 

相互性

連携

Ａ領域の系統 縦⽷



「⼈・もの・こと」が
それぞれの役割があって つながっている

１年「学校」
２年「町」

⽣活を⽀える仕組みがあってつながっている
 ３年「安⼼」
４年「祭り」

地 域 社 会 の 相 互 性 ・連 携

⼤きなシステムで流動的につながっている
 ５年「産業」

６年「⺠主主義」

公共
⾃治

伝統

経済
政治

縦⽷

産業

横⽷



⾃然とともに⽣きるには 

有限性

持続

循環する資源を有効活⽤し、全ての⽣命が
存続するための条件やバランスを保つ。 

⾃然環境を守りながら科学技術を発展させる。 

Ｂ領域の系統 縦⽷



種の多様性
１年「⽣き物」

遺伝⼦の多様性
２年「つながる命」

⽣態系の多様性
３年「⽣態」

⽣態系の多様性

物質循環
４年「⽔循環」

エネルギー循環
６年「エネルギー」

物質循環
⾷物連鎖

５年「炭素循環」

⽣物同⼠の関係

宇宙

物質的な循環

代謝・発酵

科学的性質の変化

変換

移動・状態変化

⼦孫個体差分類存在

資 源 の 循 環 性⽣ 命 の 有 限 性

有限性



探究に向かう⼒ 創造する⼒

社会や集団の形成者としての⾃覚と責任をもち

 多様な⾒⽅で物事を深く考える⼦ども 

⼦
ど
も
像

価値 概念 ⽅略

資質・能⼒の設定



「創造する⼒」

多様な⾒⽅で 物事を深く考える姿 
⼦
ど
も
像

概念 ⽅略
技能を含む

思考⼒・判断⼒・表現⼒知識

全体像を捉える 本質的に考える



概念的知識の構築
多様な知識を

関係づけて理解する

個別知識の獲得
事実を記憶する

全体像を捉え 本質的に考える

概念の形成 ⽅略の適⽤

スキルの発揮
スキルを組み合わせて
課題を解決する

個別スキルの習得
特定のスキルを使う

「創造する⼒」

意図的

総合的焦点化

概念化

具体化
ネット
ワーク化

深化 ⾃動化

相互

具体

抽象

分離

複合

「創造する⼒」



概
念
図

概念



⼀連の学習過程 
物事をどのように捉えて本質的に理解しようとする

INPUT OUTPUT概
念
形
成

概念形成（物事の理解）に⾄る⼀連の過程

⼀連の⾏動過程 
個別知識を習得して活⽤する

探究⽅略 理解⽅略 

⽅略



過
程(

⼿
続
き)

主観的

結果(ゴール)

客観的

⼀
般
的
・
抽
象
的

個
別
的
・
具
体
的

表現的思考

社会的思考

哲学的思考

科学的思考

理解⽅略

⾝の回りの事物や現象から
疑問や予想を⾒出し、法則
を導き出す。 

理想と現状のズレから集団
の課題を⾒出し、解決策(納
得解)を導き出す。 



領域スキル

理解⽅略

Ｄ領域Ｃ領域Ｂ領域Ａ領域
⾔語
省察

コミュニケーション

⾔語
想像
体現

⾔語
再現
データ

⾔語
情報
統計

表現的社会的 哲学的科学的



R7 Ａ領域 領域スキル一覧 

 

社 会 的 思 考 理想と現状のズレから集団の課題を見出し、解決策(納得解)を導き出す。 

 

 

 
言語 情報 統計 

低学年 

【地図・絵】 

A 
 自分の意見を順序立てたり、比較したりしなが

ら伝えることができる。 
A 

 必要な情報や関係する情報を書き留めて、目的に

合わせて活用することができる。  
A 

自分なりにデータを集めて考えたり、表やグラフ

に表して伝えたりする。 

B  自分の意見をそう考えたわけと一緒に伝える。 B 必要な情報や関係する情報を書き留める。 B 
データをもとに考えたり、表やグラフに表して伝

えたりする。 

中学年 

【学級会】 

【ポスター・新聞】 

【写真】【地図】 

A 
 理由や例を複数用いながら、構成を考えて自分

の意見を分かりやすく伝える。 
A 

情報の特徴を捉え、目的に合わせて観点を決めた

り複数の情報を組み合わせたりして活用する。 
A 

目的に合わせて評価指標を決定し、結果とその要

因を定量的にも捉えて考察・表現する。 

B 
調べた情報を整理し、自分の意見を理由や説明

とともに伝える。 
B 

 情報の特徴を捉え、目的に合わせて引用したり出

典を示したりしながら活用する。 
B 

結果とその要因を定量的に捉えて考察・表現す

る。 

高学年 

【討論・評論文】 

【プレゼンテーション】 

【動画】 

A 
「主張」と事実や体験「根拠」をつなげたり、予

想される反論を踏まえたりしながら伝える。 
A 

目的に応じて、見通しを持って（計画的・仮説的

に）情報を集めたりまとめたりしながら、情報の特

徴・傾向・変化を捉えて活用する。 

A 

目的に合わせて、データシートを作成したりデー

タのタイプに応じてまとめ方を考えたりしながら

データや統計資料を集計・分析・表現する。 

B 
事実と意見とを区別しながら、自分の考えを伝

える。 
B 

 目的に応じて、情報の特徴・傾向・変化を捉えて

活用する。 
B 

目的に合わせて、データや統計資料を自分なりに

分析し、分かりやすく表現する。 



概念ベースの探究カリキュラム開発

各教科の資質・能⼒をどの⽔準で取り扱うのか

⾒⽅・考え⽅（原理・原則）

教科書の単元

学習指導要領

課題

活動の幅が
広がる 

各教科との
関連が⾒えにくい

児童の主体性
が⾼まる

活動の幅が
狭まる 

各教科との
関連が明確

教師の誘導が
強まる



網羅型カリキュラム

探究

教師が作成する ⼦どもが作成する

個性的習得カリキュラム



児童の切実感 

教育課程 

社会的⽂脈 

１ 各教科の資質・能⼒を含む
（教育課程のダイナミックさ）

２ 社会に開かれている
（社会的⽂脈のダイナミックさ）

３ 児童に切実感がある
（学習活動のダイナミックさ）

⼦ども１⼈１⼈を⾒取りながら
ダイナミックに学習を構想する必要がある


